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■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
チ
ー
ム
関
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
の
コ
メ
ン
ト 

･

概
況 

個
人
旅
行
が
苦
戦
し
て
い
る
。
米
国

大
統
領
の
改
選
に
伴
う
為
替
な
ど
の
影
響
で

年
末
年
始
の
旅
行
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。 

団
体
旅
行
は
、
関
西
が
順
調
で
ク
リ
ア
率

９０
％
前
後
で
全
国
を
牽
引
し
て
い
る
。 

・
営
業
マ
ン
が
よ
り
営
業
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、
後
方
支
援
を
強
化

す
る
体
制
へ
の
変
更
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。 

・
ナ
イ
ス
ト
リ
ッ
プ
が
２
０
２
５
年
４
月
１
日

以
降
紙
媒
体
は
廃
止
し
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
い
く
。
た
だ
し
現
在
の
ナ
イ
ス
ト
リ
ッ

プ
は
、
今
後
も
継
続
し
て
使
用
可
能
と
す
る
。 

■
議
題 

１
会
務
全
般
｟
石
田
支
部
長
｠ 

・
２
０
２
４
年
度
の
会
費
の
入
金
状
況
に
つ
い

て
報
告 

・
全
国
７
支
部
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
各
支

部
の
支
部
だ
よ
り
発
行
回
数
、
総
会
・
懇
親

会
、
忘
年
会
の
開
催
状
況
を
報
告
。
今
後
の

関
西
支
部
の
課
題
解
決
に
向
け
参
考
と
し

た
い
。 

２
２
０
２
４
年
度
忘
年
懇
親
会
に
つ
い
て 

１２
月
１１
日
｟
水
｠
開
催
の
忘
年
懇
親
会
に

向
け
以
下
の
確
認
・
決
定
を
行
っ
た
。 

① 

手
配
状
況
及
び
座
席
配
置 

② 

お
楽
し
み
抽
選
会
の
景
品
内
容
と
抽

選
方 

③ 

進
行
シ
ナ
リ
オ(

案)

に
つ
い
て 

次
回
理
事
会
で
進
行
シ
ナ
リ
オ
を 

確
定
と
す
る 

④ 

忘
年
会
の
理
事
担
務
一
覧(

案) 
 

⑤ 

参
加
者
名
簿
、
名
札
及
び
ホ
ル
ダ
ー

の
作
成 

⑥ 

最
終
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

３
各
関
連
会
社
・
関
係
先
の
訪
問
結
果
に
つ

い
て 

「
支
部
だ
よ
り
新
年
号
へ
の
社
名
広
告
協
賛

依
頼
の
お
願
い
」
で
関
連
会
社
・
関
係
先
を

訪
問 

各
理
事
よ
り
対
応
結
果
の
報
告 

４
お
客
様
紹
介
運
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

２
０
２
４
年
度
９
月
実
績
・
累
計
実
績
の

報
告 

９
月
累
計
で
１
０
６
件
、
１
１
,
８
９
１
千

円
｟
前
年
１
１
４
件
、
１
７
,
２
９
４
千
円
｠ 

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
の
購
入
は
好
調
｟
前
年
比
１

１
３
.
６
％
｠
、
旅
行
部
門
は
下
回
っ
て
い
る

(

前
年
比 

６４
.
６
％) 

５
支
部
だ
よ
り
新
年
号
「
近
況
報
告
」
集
約

に
つ
い
て 

 
 

 
 

現
時
点
で
の
集
約
状
況
の
共
有 

６
「
旅
の
絵
ご
よ
み
」
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
送
に

つ
い
て 

１２
月
９
日
｟
月
｠
に
宅
配
便
に
て
各

会
員
に
発
送 

７
地
区
サ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
に
つ
い

て
。
各
担
当
理
事
よ
り
開
催
内
容
を
報
告 

８
会
員
の
現
況
｟
異
動
状
況
｠に
つ
い
て 

 

会
員
異
動
報
告
｟
１０
月
末
現
在
｠ 

新
規
会
員 

０
名 

物
故
会
員 

４
名 

退 

会 
 

 

０
名 

会
員
合
計 

７
４
０
名 

内
名
誉
会
員
１
名
｟
男
性
会
員
５
９
１
名
、

女
性
会
員
１
４
９
名
｠ 

９
そ
の
他 

｟
１
｠
探
昔
会
「
秋
季
企
画 

比
叡
山
・
延
暦

寺
特
別
拝
観
」の
申
込
状
況
に
つ
い
て 

｟
２
｠
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
状
況
に
つ

い
て
担
当
理
事
よ
り
報
告 

１０

「
新
Ｂ
Ｏ
Ｂ
関
西
」
に
向
け
て
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ 

今
後
の
関
西
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
各
役

員
か
ら
の
提
案
を
受
け
具
体
策
を
検
討
。 

２
０
２
５
年
３
月
末
ま
で
に
方
向
性
を
ま

と
め
る
こ
と
と
し
た
。 

    

大
阪
北
サ
ロ
ン
１１
月
例
会 

11
月
1
日
｟
金
｠
11
名 

秋
ら
し
く
な
っ
た
11
月
の
初
日
に
開
催

し
ま
し
た
。 

理
事
会
、
訃
報
の
報
告
を
し
て
か
ら
支
部

だ
よ
り
同
封
し
て
い
る
忘
年
会
の
ハ
ガ
キ
の

返
信
は
ＱＲ
コ
ー
ド
を
利
用
か
又
は
こ
の
場

で
は
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
下
さ
い
と
お
願
い

を
し
ま
し
た
。 

三
好
理
事
か
ら
は
、
年
会
費
の
徴
収
の
案

内
が
届
い
た
と
き
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
ハ
ワ
イ
・
中
国
の

話
題
、
大
谷
ド
シ
ャ
ー
ス
の
話
、
先
日
の
る
る

ぶ
会
の
話
な
ど
の
あ
と
ラ
イ
ン
の
登
録
な
ど

で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
2
時
間
30
分
で
し

た
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

岡
本
義
正
・
塩
飽
節
子
・
辰
己
克
之 

富
澤
正
和
・
堀
清
・
正
木
博
・
百
地
俊
一 

矢
野
昌
一
郎
・
三
好
睦
・
渡
辺
恵
子 

花
田
康
枝 

11
月
６
日(

水)

５
名 

過
去
最
少
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。 

最
初
は
少
し
意
気
消
沈
し
ま
し
た
が
、

1
テ
ー
ブ
ル
で
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
か
ら
、
最
近
の
ゴ
ル
フ

の
調
子
な
ど
様
々
な
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

理
事
か
ら
、 

①
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
。 

②
次
年
度
以
降
の
会
費
引
き
落
と
し
手
続

き
の
案
内
。 

③
２
０
２
４
年
度
上
期
の
お
客
様
紹
介
運

動
の
実
績
。 

④
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
移
転
先
の
内
覧
が
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ

202４年１２月 
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ビ
ル
管
理
職
に
よ
り
９
月
末
に
実
施
。
⑤
販

売
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
「
お
せ
ち
の
鉄
人
」
へ

の
販
売
協
力
。 

及
び
、
今
後
の
予
定
と
し
て
、 

①
11
月
21
日(

木)

探
昔
会 

比
叡
山
延
暦

寺
特
別
拝
観
。 

②
12
月
11
日(
水)

関
西
支
部
忘
年
会
の
出

欠
、
及
び
会
員
近
況
報
告
の
受
付
を
11
月

21
日(

木)

ま
で
に
返
信
。 

③
令
和
７
年
１
月
８
日(
水)

京
滋
サ
ロ
ン
新

年
会 

都
ホ
テ
ル
京
都
八
条
「
和
食
う
お
ま

ん
」
で
開
催
。
等
を
案
内
し
ま
し
た
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

安
達 

敏
和
、
竹
若 

淳
、 

田
中 

武
司
、
釆
野 

久
美
子
、 

中
川 

幹
太 

 
                 

１１
月
７
日(

木
｠
8
名 

 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
神
戸
支
店 

小
山
業
務
課
長
が
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
一
気
に
季

節
が
進
み
木
枯
ら
し
一
号
が
吹
く
肌
寒
い

天
候
の
せ
い
か
、
先
月
と
同
じ
く
、
ち
ょ
っ
と

少
な
め
の
８
名
で
ス
タ
ー
ト
。
業
務
課
長
か

ら
は
、
神
戸
支
店
｟
１
８
０
名
規
模
｠
の
現
況

の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
、
旅
行
需
要
全
体
が
回
復
傾
向
の
中
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
社
員
も
添
乗
も
含
め
忙
し
く
活
躍
さ

れ
て
い
る
生
の
情
報
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
興
味
を
持
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

三
好
理
事
か
ら
は
、
１１
月
初
め
に
到
着
し

て
い
る
１１
月
支
部
だ
よ
り
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
説
明
。
秋
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
・
ク
ラ
ブ
の
案
内
目
白
押
し
で
す
。

１２
月
１１
日(

水
｠
支
部
忘
年
懇
親
会
、
１２

月
１３
日(

金
｠
姫
路
サ
ロ
ン
忘
年
懇
親
会
、

新
年
に
は
当
サ
ロ
ン
と
姫
路
サ
ロ
ン
合
同
の

新
年
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
、
奮
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
の
PR
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

１０
月
末
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
本
部
か
ら
、
次
年
度
の

会
費
引
き
落
と
し
は
新
シ
ス
テ
ム
と
な
る
為
、

新
た
な
登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

と
い
う
協
力
の
お
願
い
書
面
の
説
明
と
返
送

等
手
続
き
に
つ
い
て
、
重
ね
て
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
健
康
談
義
｟
大
阪
北
サ
ロ
ン
９０

才
の
会
員
の
方
の
「
７０
歳
か
ら
老
い
を
遠
ざ

け
る
に
は
」
メ
モ
披
露
｠
、
ノ
ー
ト
ＰＣ
持
参
で

操
作
指
導
も
あ
り
、
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 
  

参
加
者(

順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

ＪＴＢ
神
戸
支
店 

小
山
業
務
課
長 

高
田 

肇
、
辰
己 

克
之
、
林 

利
夫
、 

難
波 

啓
佑
、
西
尾 

武
、
松
下 

孝
治
、 

三
好 

睦 

三
重
サ
ロ
ン 

１１
月
例
会 

三
重
サ
ロ
ン
１１
月
例
会
を
１１
月
１２
日

｟
火
｠
に
開
催
を
し
ま
し
た
。 

話
題
は
、 

①
こ
の
年
に
な
る
と
７０
又
は
７５
と
区
切

り
の
年
を
迎
え
大
変
で
す
。 

②
会
員
さ
ん
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

③
新
聞
投
稿
の
川
柳
に
つ
い
て 

あ
る
会

員
さ
ん
の
川
柳
が
中
日
新
聞
に
投
稿
さ
れ

た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

参
加
者 

８
名
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

松
永
満
弘
、
中
北
安
司
夫
、
加
藤
貫
治
、 

上
之
郷
陽
一
、
小
海
途
清
、
吉
岡
龍
雄
、 

神
部
彰
、
前
川
輝
昭 

次
回
の
開
催
の
告
知
で
す
。 

１２
月
１０
日
｟
火
｠
１１
時
３０
分
～
「
松
阪 

和
食
の
さ
と
」
で
開
催
し
ま
す
。 

阪
和
サ
ロ
ン 

１１
月
例
会 

11
月
12
日
｟
火
｠
26
名 

が
ん
こ
桃
谷
店
に
て 

冒
頭
、
１０
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
４
名

様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
ご
参
加
の
、
采
野
さ
ん
｟
京
滋

サ
ロ
ン
・
関
西
支
部
副
支
部
長
｠
、
安
達
さ

ん
｟
京
滋
サ
ロ
ン
｠
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。 

そ
の
後
Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店
の
岡
武
店
長
よ

り
、
万
博
の
入
場
券
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

お
話
い
た
し
ま
し
た
。 

1
.
Ｂ
Ｏ
Ｂ
年
会
費
徴
収
に
関
す
る
書
面

の
返
信
を
お
願
い
。
｟
参
加
者
の
７
割
の
方

が
返
信
済
｠ 

2
.
12
月
11
日
実
施
の
関
西
支
部
忘
年

懇
親
会
の
参
加
可
否
の
報
告
の
お
願
い
。 

3
.
忘
年
会
に
つ
い
て
ご
意
見
の
お
伺
い

を
し
ま
し
た
。 

１２
月
の
阪
和
サ
ロ
ン
例
会
｟
12
月
17
日
｠
、

支
部
忘
年
懇
親
会
｟
12
月
11
日
｠
の
確
認

を
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

ゲ
ス
ト
:
Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店
岡
武 

店
長 

阿
部 

哲
治
、
安
達 
敏
和
、 

井
須 

淳
一
、
乾 

繁
志
、 

采
野 

久
美
子
、
杦
本 

茂
、 

大
田 

文
明
、
玉
邑 

悟
、 

寺
田 

孝
行
、
土
居 

欽
爾
、 

中
原 

里
子
、
中
村 

正
信
、 

狭
間 

正
勝
、
濱
川 

季
延
、 

樋
口 

和
栄
、
細
見 

武
正
、 

宮
下 

和
民
、
望
月 

紀
男
、 

森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、 

渡
辺 

武
英
、
秋
山 

元
文
、 

島
崎 

信
昭
、
藤
本 

朗
、 

山
根 

富
重 

姫
路
サ
ロ
ン
11
月
例
会 

１１
月
１４
日
｟
金
｠
１４
名 

さ
か
な
酒
場 

魚
星 

１１
月
に
入
り
入
り
未
だ
初
秋
の
日
差

し
の
中
、
ゲ
ス
ト
を
含
め
参
加
者
数
１４
名

と
大
盛
況
。 

本
日
は
９
月
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
に
入
会
さ
れ
た

神
戸
在
住
の
横
山
智
恵
美
さ
ん
が
初
参
加

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ラ
ン
ド
神
戸
営
業
部
等
神

戸
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、
当
日
参
加
の
メ

ン
バ
ー
に
も
顔
見
知
り
が
多
く
、
先
月
か

ら
参
加
の
江
口
知
夏
さ
ん
共
々
サ
ロ
ン
に

新
風
を
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
阪
神

淡
路
大
震
災
直
後
の
被
災
し
た
神
戸
新

聞
会
館
ビ
ル
内
の
職
場
に
お
客
様
の
パ
ス

ポ
ー
ト
回
収
に
入
っ
た
等
生
々
し
い
話
に

一
同
当
時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
横
山
さ

ん
は
現
在
三
ノ
宮
で
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
各

種
研
修
、
保
育
園
な
ど
の
会
社
の
統
括
と

し
て
手
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

続
い
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店
村
上
業
務
課

長
か
ら
支
店
主
催
の
姫
路
港
発
ア
ー
ト
の

島
直
島
ツ
ア
ー(

チ
ャ
ー
タ
ー
船
利
用
片

道
姫
路
港→

直
島
又
は
直
島→

姫
路
港

が
何
と
千
円
｠
１２
月
１
日
発
の
集
客
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
支

店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
下
さ
い
。(

こ
れ
を

利
用
し
た
１１
月
２９
日
・
３０
日
発
直
島
＆

犬
島
日
帰
り
ツ
ア
ー
５
千
円
は
現
在
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
中
｠
。 
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そ
の
後
、
三
好
理
事
か
ら
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
年

会
費
の
口
座
引
き
落
と
方
法
の
新
年
度
か

ら
の
変
更
に
伴
う
手
続
き
の
件
、
支
部
懇

親
会
の
年
間
回
数
変
更
検
討
の
件
、
１
月

９
日(
木
｠
に
三
ノ
宮
・
西
宮
及
姫
路
サ
ロ

ン
合
同
新
年
会
開
催
の
件
等
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
い
つ
も
の
健
康
談
議
や
四
方

山
話
に
盛
り
上
が
り
気
が
つ
け
ば
閉
会
の

時
間
と
な
り
最
後
に
忘
年
会
参
加
者
を

確
認
後
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
｟
敬
称
略 

順
不
同
｠ 

ゲ
ス
ト
Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店
村
上
業
務
課
長 

荒
木
康
夫
・
大
塚
一
実
・
江
口
知
夏
・ 

川
島
茂
樹
・
河
野
常
義
・
駒
井
信
行
・ 

中
山
正
昭
・
西
嶋
一
郎
・
前
川
睦
美
・ 

横
谷
勝
・
横
山
智
恵
美
・
三
好
睦
・ 

内
藤
和
夫 

奈
良
サ
ロ
ン
１１
月 

錦
秋
の
食
事
会 

11
月
19
日 

和
風
れ
す
と
ら
ん
春
日
に
て 

今
年
の
秋
は
短
い
よ
う
で
す
が
、
錦
秋

の
食
事
会
を
開
催
し
、
２６
名
が
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

１１
月
の
理
事
会
報
告
は
、
書
面
配
布
で
、

簡
略
化
し
て
早
速
、
奥
田
さ
ん
の
乾
杯
で

開
宴
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店
か
ら
は
、
天
野
支
店

長
、
遠
矢
業
務
課
長
と
の
２
名
で
ご
参
加

い
た
だ
き
、
各
種
業
界
の
海
外
旅
行
が
復

活
し
つ
つ
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

福
田
さ
ん
か
ら
、
読
売
新
聞
わ
い
ず
倶

楽
部
の
「
年
忘
れ
奈
良
わ
い
ず
寄
席
」
の
お

誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
来
年
度
の
サ
ロ
ン
開
催
場
所

に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
の
会
場
の
「
春
日
ホ

テ
ル
の
宴
会
場
」
の
開
催
が
、
困
難
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
近
鉄
奈
良
駅

ビ
ル
店
」
で
開
催
予
定
の
案
内
を
い
た
し

ま
し
た
。
｟
年
４
回
の
食
事
会
は
、
和
風
れ

す
と
ら
ん
春
日
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
｠ 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店
:
天
野
支
店
長
・ 

遠
矢
業
務
課
長 

入
江
輝
吉
・
岩
穴
口
一
夫
・
大
谷
和
正
・ 

奥
田
晃
祥
・
金
居
雅
信
・
喜
多
孝
治
・ 

木
戸
治
・
子
谷
文
夫
・
斉
藤
行
彦
・ 

辰
己
龍
一
・
西
浦
良
直
・
東
川
順
治
・ 

福
田
良
・
松
原
茂
男
・
松
本
宗
能
・ 

松
森
和
樹
・
巳
波
一
禧
・
村
田
嘉
徳
・ 

山
根
富
重
・
山
野
紀
美
・
杉
本
彰
・ 

鈴
木
正
男
・
荻
本
健
二
・
辰
巳
和
秀 

      
川
西
・池
田
サ
ロ
ン 

秋
季
歴
史
散
歩 

「歴
史
散
歩
・宝
塚
小
浜
を
訪
ね
て
」 

11
月
13
日
｟水
｠  

参
加
者
10
名 

阪
急
電
車
売
布
神
社
の
改
札
口
に
10

名
が
集
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
何
も
な
く
、

辺
り
一
面
田
ん
ぼ
だ
ら
け
だ
っ
た
と
い
う

宝
塚
の
中
で
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
小

浜
地
区
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
。 

ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
あ
た
り

の
庄
屋
を
務
め
て
い
た
和
田
家
住
宅
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、
中
に
は
「
子
供
の

頃
の
実
家
を
思
い
出
す
な
あ
。
」
な
ど
と
感

慨
深
げ
の
人
も
。 

そ
こ
か
ら
小
浜
宿
場
町
ま
で
歩
い
て
１０

分
。
小
浜
は
「
有
馬
街
道
」
「
西
宮
街
道
」

「
京
伏
見
街
道
」
が
交
わ
る
と
こ
ろ
で
、
江

戸
時
代
か
ら
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
馬
に

荷
物
を
載
せ
こ
こ
で
休
憩
す
る
と
い
う
形

で
栄
え
た
と
こ
ろ
。
徳
川
5
代
将
軍
「
徳

川
綱
吉
」
が
「
生
類
憐
み
の
令
」
を
発
し
た

た
め
、
小
浜
の
宿
場
町
を
通
る
と
遠
回
り

に
な
る
た
め
馬
を
疲
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、

一
時
す
た
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
笑
っ
て

し
ま
っ
た
。 

小
浜
地
区
の
観
光
を
終
え
、
私
た
ち
は

阪
急
逆
瀬
川
駅
に
向
か
っ
て
、
と
ぼ
と
ぼ
と

30
分
以
上
歩
い
た
。 

そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
昼
食
。
私
た
ち
以

外
は
全
員
女
性
客
ば
か
り
。
早
速
「
ビ
ー

ル
！
」
と
注
文
し
た
ら
「
置
い
て
ま
せ
ん
！
」

そ
う
な
の
か
。
こ
こ
は
女
性
に
人
気
の
あ
る

2
時
間
入
れ
替
え
制
の
ゆ
っ
た
り
お
し
ゃ

べ
り
可
能
な
食
事
個
所
で
し
た
。 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
11
月
例
会 

11
月
5
日(

火)

7
名 

少
し
少
な
い
人
数
で
し
た
が
、
秋
晴
れ

の
中
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。 結

果
は
、
2
年
ぶ
り
に
河
野
さ
ん
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。 

2
位
に
は
坂
本
さ
ん
、
3
位
に
は
湯

川
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。 

１１
月
１５
日
｟
金
｠ 

５
名 

 

今
年
最
後
の
例
会
は
５
名
と
少
し
寂
し

い
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
曲
や

自
慢
の
曲
を
歌
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

 

雑
談
タ
イ
ム
で
情
報
交
換
を
し
富
澤
さ

ん
か
ら
は
い
つ
も
の
時
事
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

さ
て
、
今
月
の
カ
ラ
オ
ケ
・
テ
ー
マ
曲
は

『
ブ
ル
ー
ス
』
。
中
市
さ
ん
に
作
成
い
た
だ
い

た
昭
和
９
年
～
平
成
15
年
ま
で
53
曲
の

リ
ス
ト
を
も
と
に
“
流
行
歌
『
ブ
ル
ー
ス
』
オ

ン
パ
レ
ー
ド
”
と
な
り
ま
し
た
。 

 

先
ず
は
一
巡
目
、
中
市
さ
ん
が
昭
和
14

年
の
曲
『
上
海
ブ
ル
ー
ス
』
、
辰
己
さ
ん
は

『
柳
个
瀬
ブ
ル
ー
ス
』
、
富
澤
さ
ん
は
『
男
の

ブ
ル
ー
ス
』
、
百
地
さ
ん
は
『
赤
と
黒
の
ブ

ル
ー
ス
』
、
渡
辺
さ
ん
は
『
女
の
ブ
ル
ー
ス
』

を
歌
い
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
も
『
懐
か
し
の

ブ
ル
ー
ス
』
、
『
恍
惚
の
ブ
ル
ー
ス
』
、
『
伊
勢

佐
木
町
ブ
ル
ー
ス
』
、
『
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
』
、

『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
、
『
東
京
ブ
ル
ー

ス
』
、
『
新
潟
ブ
ル
ー
ス
』
、
『
城
ケ
崎
ブ
ル
ー

ス
』
『
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
等
々
、
数
々
の
ブ

ル
ー
ス
曲
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
自

慢
の
歌
も
歌
い
、
今
年
の
歌
い
納
め
が
出

来
ま
し
た
。 

１
月
17
日(

金
｠
は
ミ
ニ
新
年
会
で
歌
い
始

め
を
し
ま
す
。
皆
様
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

辰
己 

克
之
、
富
澤 

正
和
、
中
市 

嘉
一
、

百
地 

俊
一
、
渡
辺 

惠
子 

〖
ミ
ニ
新
年
会
の
ご
案
内
〗 

日 

時
:
２
０
２
５
年1

月
１７
日
｟
金
｠ 

12
時
３０
分
～
１６
時
３０
分 

場 

所
:
ジ
ャ
ン
カ
ラ
梅
田
芝
田
町
店 

会 

費
:
４
,
０
０
０
円
｟
昼
食
・
乾
杯
用
飲

み
物
・
カ
ラ
オ
ケ
代
含
む
｠ 
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申
込
先
: 

 

渡
辺 

０
９
０
・
８
６
０
３
・
５
４
０
５ 

 
中
川 

０
９
０
・
３
０
５
０
・
２
９
１
６ 

 
百
地 

０
８
０
・
５
３
３
０
・
８
４
４
０ 

 

締
切
日
:
２
０
２
５
年
１
月
１４
日(

火) 

ハ
イ
キ
ン
ク
ラ
ブ
11
月
報
告
｟
松
尾
山
｠ 

１１
月
１５
日 

7
名 

昨
月
に
続
い
て
微
妙
な
天
候
。 

午
前
中
な
ら
雨
は
避
け
ら
れ
る
と
判
断
し

決
行
す
る
。 

阪
急
嵐
山
駅
に
て
集
合
。 

最
初
か
ら
や
や
急
登
の
登
山
道
が
待
ち
受

け
る
。 

何
と
か
乗
り
越
え
約
１
時
間
で
松
尾
山
山

頂
の
三
角
点
に
到
着
。 

こ
こ
で
新
し
き
ク
ラ
ブ
旗
に
て
記
念
写
真
。 

少
し
進
む
と
展
望
台
に
出
る
。 

嵐
山
一
帯
の
景
色
を
眺
め
る
も
紅
葉
に
は

ま
だ
早
い
よ
う
だ
。 

こ
こ
で
お
弁
当
タ
イ
ム
。
い
つ
も
の
こ
と
な

が
ら
最
高
の
ひ
と
時
を
味
わ
う
。 

小
雨
が
降
り
出
し
た
よ
う
で
急
い
で
下
り

の
準
備
に
入
る
。 

や
や
急
い
だ
た
め
１
時
間
強
で
目
的
の
上

桂
駅
に
到
着
。 

今
回
で
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
は
終

了
と
な
る
。 

次
回
は
３
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

参
加
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

今
枝 

秀
夫
、 

高
島 

勇
夫
、 

湯
川 

達
千
、 

山
本 

雅
章
、 

堀 

清
、 

高
畑 

直
樹
、 

石
田 

玄
三 
 

麻
雀
ク
ラ
ブ
例
会
報
告
｟
第
７１
期
初
戦
｠ 

１１
月
１６
日
｟
土
｠
開
催 

本
日
か
ら
期
が
変
わ
り
第
７１
期
初
戦

で
す
。
今
回
は
所
用
や
療
養
の
た
め
参
加

人
員
が
少
な
く
１８
名
｟
４
卓
｠
で
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。 

開
戦
前
に
前
川
会
長
よ
り
第
７０
期
総

合
成
績
の
発
表
と
各
賞
の
賞
品
贈
呈
を
お

こ
な
い
、
今
月
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
る
今
枝

秀
夫
さ
ん
へ
記
念
品
を
お
渡
し
し
て
全
員

で
祝
福
後
、
開
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

初
戦
は
平
穏
な
対
局
が
つ
づ
き
、
河
野
さ

ん
が
１
位
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

初
戦
の
上
位
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

◎
第
７１
期
初
戦
成
績 

１
位 

河
野
好
男
さ
ん
｟
５６
点
｠ 

２
位 

松
本
宗
能
さ
ん
｟
５４
点
｠ 

３
位 

安
田
能
成
さ
ん
｟
３８
点
｠ 

次
回
例
会
は
１２
月
２１
日
で
、
開
戦
前
に

忘
年
会
を
開
催
し
ま
す
。 

詳
細
は
次
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

★
忘
年
会
開
催
の
お
知
ら
せ
★ 

開
催
日
時
:
１２
月
２１
日
｟
土
｠ 

１１
時
３０
分
～
｟
受
付
１１
:
１５
～
｠ 

開
催
場
所
:
「
北
野
」
大
阪
駅
前
１
ビ
ル
地

下
１
階 

会
費
:
２
,
５
０
０
円 

※
忘
年
会
終
了
後
、
「
７１
期
２
回
戦
」
を

開
催
し
ま
す
。
開
始
は
１３
時
か
ら
で
す
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

今
枝
秀
夫
、
河
野
好
男
、
佐
藤
保
正
、 

辰
己
克
之
、
中
村
佳
樹
、
野
口
太
、 

狭
間
正
勝
、
前
川
輝
昭
、
正
木
博
、 

松
本
宗
能
、
百
地
俊
一
、
森
口
忠
行
、 

安
田
能
成
、
由
井
昭
二
、
湯
川
達
千
、 

渡
辺
武
英
、
喜
多
孝
治
、
藤
本
朗 

 
 

第
2
回
る
る
ぶ
絵
手
紙 

｟
京
都
編
｠ 

２
０
２
４
年
11
月
19
日 

初
回
６
月
の
神
戸
編
に
続

き
第
２
回
は
京
都
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

開
催
場
所
の
京
都
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン

グ
ス
京
都
」
は
中
心
部
に
あ
り

ま
す
が
公
的
施
設
な
の
で
安

価
で
利
用
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
日
よ
り
急
に
寒
く
な
っ
た
朝
で
す

が
元
気
に
８
名
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
秋
を
描
く
」
で
持
ち
寄
っ
た

材
料
を
基
に
約
２
時
間
取
組
み
ま
し
た
。

初
参
加
者
も
奥
野
先
生
の
指
導
の
も
と
見

事
に
作
品
２
枚
を
描
か
れ
ま
し
た
。 

 

お
楽
し
み
の
昼
食
は
京
都
御
所
の
蛤
御

門
直
ぐ
の
「
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」
で
「
会

席
風
弁
当
」
を
食
べ
な
が
ら
昔
話
や
Ｂ
Ｏ

Ｂ
の
会
費
振
込
談
や
今
後
に
つ
い
て
等
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
京
都
御
所
内
へ
移
動
し
休
憩

所
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
～ 

 

希
望
者
５
人
は
約
１
時
間
の
「
京
都
御

所
案
内
ツ
ア
ー
」
に
参
加
、
明
治
天
皇
が

１７
歳
ま
で
過
ご
さ
れ
た
御
所
を
詳
し
い
説

明
付
の
案
内
を
満
喫
し
ま
し
た
。  

次
回
は
来
春
に
奈
良
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！  

参
加
者
｟
順
不
同
敬
称
｠
＊
印
は
初
参
加 

＊
千
田
修
・
島
崎
信
昭
・
富
澤
正
和 

横
田
一
之
・
嶋
岡
ト
シ
子
・
花
田
康
枝 

奥
野
先
生
・
釆
野
久
美
子 

〖
探
昔
会
〗 

１１
月
２１
日 

世
界
文
化
遺
産 

天
台
宗 

比
叡
山
・
延
暦
寺
／
特
別
拝
観 

探
昔
会
20
名
の
参
加
が
あ
り 

早
朝
よ

り
各
地
か
ら
皆
さ
ん
元
気
に
集
合
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
快
晴
☀
で
17
度
7
度
の
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延
暦
寺
で
あ
り
、
絶
好
の
秋
の
観
光
日
和

と
な
り
ま
し
た
。 

〖
コ
ー
ス
〗 

ケ
ー
ブ
ル
延
暦
寺
に
集
合
し
て
、
琵
琶

湖
を
眺
め
る
大
パ
ノ
ラ
マ
が
素
晴
ら
し
く
、

先
ず
集
合
写
真 

延
暦
寺
の
案
内
人
「
小
林
事
務
長
」
さ

ん
が
、
歴
史
深
い
説
明
、
立
て
板
に
水
の
ご

と
く
楽
し
く
も
あ
り
、
笑
い
も
取
る
説
明

に
は(

始
ま
る
と
終
わ
り
が
な
い
程
喋
る)

一
同
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り(

感
心)

で

し
た
。 

根
本
中
堂
～
大
書
院(

特
別
拝
観)

～

延
暦
寺
会
館(

昼
食)

～
國
寶
殿
～
�������
バ
ス

で
移
動
～
に
な
い
堂
～
釈
迦
堂(

特
別
拝

観) 

釈
迦
堂
拝
観
後
に
小
林
事
務
長
さ

ん
よ
り
お
別
れ
の
挨
拶
を
頂
き
、
無
事
に

秋
の
比
叡
山
・
延
暦
寺
ツ
ア
ー
は
終
了
致

し
ま
し
た
。 

延
暦
寺 

小
林
事
務
長
さ
ん 

楽
し
い
案

内
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
後
ま
で
落
伍
者
も
な
く
完
歩

し
て
頂
い
た
探
昔
会
の
皆
様 

大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
�������
✌ 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

麻
野
知
津
子
、
今
枝
秀
夫
、
木
戸
治
、 

久
野
晶
史
夫
妻
、
坂
本
邦
彦
、
杉
本
彰
、 

高
畑
直
樹
、
辰
巳
勝
彦
、
辰
己
克
之 

辰
巳
和
秀
夫
妻
、
土
居
欽
爾
、 

中
川
幹
太
、
矢
野
晶
一
郎
、
山
田
節
子
、 

渡
辺
恵
子
、
成
田
勉
、
大
川
雅
弘
、 

荻
本
健
二 

探
昔
会 

幹
事
／
成
田
さ
ん
、
大
川
さ
ん
、

荻
本 

文
責 

荻
本 

       

〈
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
11
月
例
会
〉 

１１
月
２２
日
｟
金
｠ 

新
大
阪
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
参
加
１４
名 

秋
も
深
ま
っ
た
一
日
、
淀
川
の
背
割
り

堤
を
見
下
ろ
す
美
し
い
眺
望
の
コ
ー
ス
で

は
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
か
っ

た
猛
暑
を
乗
り
越
え
て
綺
麗
に
仕
上
が
っ

た
グ
リ
ー
ン
は
、
今
年
利
用
し
た
コ
ー
ス
の

中
で
は
一
番
の
良
い
状
態
で
し
た
。 

久
々
に
復
帰
さ
れ
た
小
林
さ
ん
と
新
規

入
会
の
北
西
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
シ
ー
ズ

ン
も
終
盤
に
差
し
か
か
っ
た
コ
ン
ペ
は
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
調
整
も
進
み
大
混
戦
で

し
た
。 

ベ
ス
ト
ネ
ッ
ト
達
成
の
北
西
さ
ん
は
初

参
加
の
た
め
、
初
回
が
1
位
の
場
合
は
順

位
繰
り
下
げ
と
な
る
当
ク
ラ
ブ
の
規
定
で

準
優
勝
と
な
り
島
崎
さ
ん
が
繰
上
で
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。 

 
  

      

将
棋
ク
ラ
ブ 

11
月
例
会 

11
月
20
日
｟
水
｠
3
名 

今
回
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
戦
か
ら
新
た
に

総
当
た
り
戦
の
リ
ー
グ
戦
を
始
め
る
こ
と

に
。 公

式
戦
？
は
オ
ー
プ
ン
戦
と
違
い
力
の

入
れ
方
が
違
う
と
ば
か
り
２
時
間
ち
か
く

(

笑)

の
力
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

終
わ
っ
て
の
感
想
戦
も
お
互
い
の
深
い

読
み
を
開
陳
。 

対
局
数
は
少
な
く
て
も
充
実
の
ひ
と
時
。 

や
っ
ぱ
り
将
棋
は
奥
が
深
く
愉
し
い
。 

参
加
者
｟
順
不
同
・
敬
称
略
｠ 

宮
崎 

健
治
、
門
林 

保
、
玉
邑 

悟 
 


